
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年刈谷市交通安全推進の誓い 

 一瞬にして人命を奪い、人々の平和な暮らしを脅かす交通事故

をなくすことは、私たち刈谷市民の切なる願いです。 

しかしながら、この願いと多くの人々の懸命な取組にもかかわ

らず、依然として多数の交通事故が発生しています。 

 交通事故をなくすためには、私たち一人ひとりが、交通社会の一

員であることを強く自覚し、交通ルールを守り、常に思いやりとゆ

ずり合いの心を持った安全運転と、安全な行動を実践することが

不可欠です。 

 私たちは、命の尊さと交通安全の大切さを改めて認識し、市民総

ぐるみで、安全で快適な交通社会の実現を目指し、より一層の自覚

と熱意をもって次の五項目を強力に推進することを誓います。 

 

一 子どもや高齢者を交通事故から守ります。 

一 歩行者の安全や自転車・特定小型原動機付自転車の安全利用を進

めます。 

一 飲酒運転を根絶します。 

一 「飲酒運転」・「ながらスマホ」・「妨害運転」を根絶します。 

一 後部座席を含む全ての座席でシートベルトを正しく着用します。 
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議題１ 令和６年刈谷市の交通事故情勢 

 

１ 概 況 

 昨年の愛知県内における人身事故は、発生件数が 24,506 件、死傷者数が 28,963 人

でした。このうち死者数は 141 人で、前年よりも 4 人減少しました。 

 刈谷市においては、人身事故、とりわけ死亡事故の抑止を図るため、子ども及び高

齢者に対する交通安全教室や、自転車の交通事故防止に関する啓発活動を積極的に展

開してきましたが、残念ながら人身事故は 88 件増加して 536 件、死傷者数は 138 人

増加して 659 人でした。 

 人身事故のうち死亡事故は、発生件数が 2 件、死者数が 2 人であり、前年より 1 人

増加しました。重傷事故は、前年より発生件数が 19 件減少して 12 件、重傷者数は 19

人減少して 12 人でした。 

 また、人身事故のうち年齢別の発生状況をみますと、こども（0 歳～15 歳）は前年

よりも 9 人増加して 39 人、若者（16 歳～24 歳）は 34 人減少して 110 人、一般（25

歳～64 歳）は 76 人増加して 428 人、高齢者（65 歳以上）は 19 人増加して 82 人でし

た。 



２　全国・愛知県・刈谷市の交通事故発生状況

（１）全　国
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１件目

１　発生日時 ２　発生場所

　　令和6年6月12日午後8時50分頃 　　刈谷市一木町地内

３　事故概要

２件目

１　発生日時 ２　発生場所

　　令和6年7月5日午後5時頃 　　刈谷市東境町地内

　

３　事故概要

　　70歳代男性が運転する軽自動車が電柱に衝突し死亡。

（東境町地内の市道）

令和６年中の交通死亡事故概要

（東境町地内の市道）

　令和６年中、刈谷市内において２件の交通死亡事故が発生しました。

（一木町地内の踏切）

　　80歳代女性が踏切横断中に列車と衝突し死亡。



３　刈谷市の交通事故区分別発生状況

　　※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とは限りません。
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（３）小学校区別　人身事故件数
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（４） 時間帯別　人身事故件数

件 件 件 件 件 件

％ ％ ％ ％ ％ ％

（参考） シートベルト着用率

R2 R3 R4 R5 R6

運 転 席 ％ ％ ％ ％ ％

助 手 席 ％ ％ ％ ％ ％

後部座席 ％ ％ ％ ％ ％

5.23.0

深夜前半
P10～A0

深夜後半
A0～A6

16 28

17.9

96

朝
A6～A9

昼午前
A9～P0

昼午後
P0～P6

39.614.919.4

事故件数 104 80 212

夜
P6～P10

30

100 100

構成割合

100 100

94

67

100

100

6063

96

100

67

100

0% 20% 40% 60% 80% 100%

刈谷市

愛知県

19.4

20.2 

14.9

17.0 

39.6

37.7 

17.9

18.2 

3.0

2.4 

5.2

4.3 

○構成割合の比較

A6～A9

A9～P0

P0～P6

P6～P10

P10～A0

A0～A6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

R2 R3 R4 R5 R6

運転席

助手席

後部座席



議題２ 令和６年事業報告 

１ 事業報告 

 次の内容を推進して交通事故の減少を図りました。 

（１）交通安全運動及び広報活動 

   下記の重点に沿った交通安全運動及び広報活動を実施しました。 

   ①子どもと高齢者の交通事故防止 

   ②歩行者・自転車の交通事故防止 

   ③運転モラルの遵守 

   ④飲酒運転の根絶 

   ⑤全ての座席でシートベルトとチャイルドシートの正しい着用を徹底 

  （※活動内容の詳細については、12～23 ページに記載） 

（２）交通安全教育 

   子どもと高齢者の交通事故防止に重点をおき、各年代の特性に合わせて計画

的、継続的な交通安全教育を実施しました。 

  ＜交通安全教室開催状況＞ ※令和６年実績  

対象 実施回数（対象者数） 

幼児 99 回 （約 3,700 人） 

児童及び生徒 39 回 （約 4,350 人） 

保護者 2 回 （約 200 人） 

高齢者 2 回 （約 80 人） 

一般 2 回 （約 50 人） 

  （※活動内容の詳細については、24,25 ページに記載） 

（３）道路交通環境の整備 

   交通事故防止を図るため、警察や道路管理者等の関係機関と連携して、道路

交通環境の整備を推進しました。 

  （※実施内容の詳細については、26～28 ページに記載） 

○第１１次交通安全計画における目標  ※（  ）内は令和６年実績 

 ・年間の交通事故死者数     0 人   （ 2 人） 

 ・年間の交通事故重傷者数    9 人以下 （ 12 人） 

 ・年間の自転車事故死傷者数  100 人以下 （119 人） 



（４）交通安全補助事業 

   自転車乗車時の交通事故による被害軽減を図るため、下記の補助事業を実施

しました。 

  ＜交通安全補助事業実施状況＞ ※令和６年１月１日～１２月３１日実績 

事業名 補助実績 補助額 

自転車用ヘルメット購入費補助事業 1,325 個 2,580,400 円 

 

（５）課題解決型実証プロジェクトの実施 ～刈谷スマートシティ～ 

①ＡＩによる危険行為検知＆注意喚起実証プロジェクト 

＜実施概要＞ 

横断歩道がなく、危険な歩行者横断が多発している箇所において、横断の前

にアラートを発出し抑止させる仕組みを講じ、大人世代の行動変容や交通安全

意識の向上を図ります。 

実施場所にＡＩカメラ、スピーカー、ライトを設置して常時撮影し、危険な

横断や自転車の逆走を検知した場合は、音声と光でアラートを発出して危険行

動の抑制とドライバーへの注意喚起を図ります。 

＜実施場所＞ 

  刈谷市桜町 1 丁目他 刈谷駅北口駅前広場東端に接する車道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その横断は危険です。  

 

車道の自転車は 

左側通行です。 

≪実証イメージ≫ 

刈谷駅北口 

スピーカー 

ライト 

ＡＩカメラ 

撮影エリア  

≪現地写真（設置状況）≫ 



②大人に響く交通安全 

～刈谷市オリジナル交通安全教育「アイシンＸＲクエスト」～ 

＜実施概要＞ 

株式会社アイシンが開発した仮想空間（メタバース）プラットフォームを活

用した没入型体験と、解説動画での振り返りによる、今までにない交通安全教

育を提供する実証実験です。 

メタバース内にリアルに再現された刈谷駅周辺を、交通安全ルールを守りな

がら目的地を目指すクエストに参加することで、没入型の体験を行います。体

験後には、解説動画で自身の行動を振り返り確認することで、安全意識の向上

へ繋げます。 

 

第１回実証実験：歩行者視点での刈谷駅北口近辺の散策体験 

実施日時：2024 年 8 月 17 日（土）13:00～15:30 

実施場所：刈谷市総合運動公園（刈谷わんさか祭りに出展） 

   
体験時のイメージ                     体験後の解説動画 

第２回実証実験：自転車視点での刈谷駅周辺の走行体験 

実施日時：2024 年 10 月 20 日（日）10:00～15:00 

実施場所：刈谷市産業振興センター（刈谷産業まつりに出展） 

    
体験時のイメージ                        体験後の解説動画 

第 3 回実証実験：自動車視点での刈谷駅周辺の運転体験 

実施日時：2025 年 2 月 5 日（水）10:00～15:00 

実施場所：刈谷市市役所（刈谷市交通安全推進協議会に併設） 

    
  体験時のイメージ              体験する危険ポイント例 

 



（６）市民の体験による生活道路における危険地点を可視化した交通安全対策 

～「刈谷市児童・保護者によるヒヤリハット体験マップ 2024」公開～ 

＜実施概要＞ 

刈谷市は、(一財)トヨタ・モビリティ基金、トヨタ車体(株)、(株)デンソー、

(公財)豊田都市交通研究所とともに、小学校の児童及びその保護者を対象とし

て、交通安全に係る調査を実施し、身近な危険な場所を広く共有する取り組み

を実施しています。 

具体的には、市内小学校４年生から６年生までの児童とその保護者から、身

近な場所での歩行中等の「人対車両」を中心としたヒヤリハット体験を収集し、

事故の発生状況や道路形状と掛け合わせて危険度を分析し、4 段階に分類した

上で、「児童・保護者によるヒヤリハット体験マップ」として公開しています。 

＜全体像＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取り組みの成果を以下のような場面で活用することで、児童を始めとす

る歩行者と車両の交通事故の未然防止を目指していきます。 

・児童が家族と共に交通安全を考える機会の創出（危険を事前に学び、気をつ

ける能力を養う） 

・学校での効果的な交通安全教育への活用 

・住民の方向けの交通安全啓発への活用 

・交通安全対策におけるインフラ改善の優先順位や対策検討への活用 

＜アクセス方法＞ 

「刈谷市 児童・保護者によるヒヤリハット体験マップ 2024」 

（下の URL を Web ブラウザに入力、もしくは下記二次元コードからアクセス） 

https://2024.hiyari-result.com/kariya/index.html 

 

 

 

 

 

 



２ 交通安全活動報告 

春の全国交通安全運動（4/6～4/15） 

活動（行事）名 日 時 場 所 主催、協力団体等 内 容 

交通安全 

オープニング 

キャンペーン 

4月 5日(金) 

7:20～8:20 

みなくる広場、 

きたくる広場、 

刈谷駅 

敷島製パン(株)、 

市内トヨタグループ、 

関係団体、 

刈谷警察署、市 

駅利用者に交通安全デザインの

「チョコっとのよそ見に危険がいっ

パイ」（敷島製パン商品）を配布し、

交通安全を呼びかけた。 

春の交通安全

フェスタ 

4月 6日(土) 

10:00～16:00 

刈谷ハイウェイ

オアシス 

㈱アイシン、あいち交

通死をなくすボランテ

ィアにじいろ会、(独)自

動車事故対策機構、

愛知県交通安全協会

刈谷支部、刈谷安全

運転管理協議会、 

刈谷警察署、市 

交通事故犠牲者一人ひとりの等身

大の人形（メッセンジャー）と遺品の

「靴」を、交通事故の悲惨さの理解

に役立つ遺された家族のメッセー

ジを添えて展示すると共に、交通

安全教育車等の交通安全体験機

材を活用した、参加型の交通安全

キャンペーンを開催した。 

ピアゴ東刈谷店

誕生祭交通安

全キャンペーン 

4月 7日(日) 

9:00～11:00 

ピアゴ東刈谷店 愛知県交通安全協会

刈谷支部、 

刈谷警察署、市 

パトカーやミニ白バイの展示をし、

来場者に交通安全を呼び掛けた。 

ラジオ啓発 4月 8日(月) 

12:00～12:15 

Pitch FMオアシ

ススタジオ 

(株)エフエムキャッチ、 

愛知県交通安全協会

刈谷支部、 

刈谷警察署、市 

ラジオ放送を通して、交通安全運

動の周知と交通事故防止を呼びか

けた。 

高齢運転者 

事故防止キャン

ペーン 

4月 9日(火) 

10:00～11:00 

刈谷豊田総合

病院 

刈谷ライオンズクラブ、

刈谷豊田総合病院、 

愛知県交通安全協会

刈谷支部、刈谷安全

運転管理協議会、 

刈谷警察署、市 

施設利用者に啓発品を配布し、歩

行者保護の徹底や横断歩道の利

用促進を呼びかけた。 

県内一斉 

交通大監視 

4月 10日(水) 

7:30～8:30 

市内主要 

交差点等 

市内企業、地域住民、 

関係団体、 

刈谷警察署、市 

県内一斉の街頭啓発活動により、

ドライバー等に安全運転の励行を

呼びかけた。 

一日警察官に

よる交通安全キ

ャンペーン 

4月 11日(木) 

9:30～12:00 
JA あいち中央

でんまぁと刈谷

南店 他 

愛知製鋼㈱、 

愛知県交通安全協会

刈谷支部、刈谷安全

運転管理協議会、 

刈谷警察署、市 

一日警察官に委嘱された松村和

樹氏、秋山清仁氏、諏訪元郁氏

（愛知製鋼㈱陸上競技部選手）が、

来場者等に啓発品「反射材をつけ

て守ろうあなたの命（たね）」と銘打

った花の苗を配布し、交通事故防

止を呼びかけた。 

自転車安全利

用キャンペーン 

4月 12日(金) 

18:00～19:00 

刈谷駅南口 

駐輪場 

刈谷警察署、市 駐輪場利用者に啓発品を配布し、

自転車の安全利用を呼びかけた。 

子ども交通安全

教室 

4月 14日(日) 

10:00～14:00 

ルビットタウン 

刈谷 

株式会社クライム、 

刈谷警察署、市 

来店した児童生徒等に対して、交

通安全クイズ等を開催し、交通安

全を呼び掛けた。 

シートベルト着

用 

交通安全立哨 

4月 15日(月) 

7:20～7:50 

ピアゴ東刈谷店

付近 

(株)グリーンテック、 

愛知県交通安全協会

刈谷支部、刈谷警察

署、市 

立哨活動により、ドライバーにシー

トベルト着用の徹底を呼びかけた。 

 



活動の様子 

 

交通安全オープニングキャンペーン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の交通安全フェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日警察官による交通安全キャンペーン   子ども交通安全教室 in ルビットタウン 

 

 

 

  



夏の交通安全市民運動（7/11～7/20） 

活動（行事）名 日 時 場 所 主催、協力団体等 内 容 

交通安全モデル

幼稚園における

交通安全啓発 

7月 11日(木） 

10:00～11:00 

富士松南幼児
園 

富士松南幼児園、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 
刈谷警察署、市 

刈谷警察署長から交通安全モ

デル幼稚園として委嘱を受け

た富士松南幼児園において、

オリジナル反射材を作成し、

交通事故防止を呼びかけた。 

ラジオ啓発 7月 11日(木） 
12:00～12:15 

Pitch FMオアシ

ススタジオ 

(株)エフエムキャッチ、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、市 

ラジオ放送を通して、交通安

全運動の周知と交通事故防止

を呼びかけた。 

県内一斉 
交通大監視 

7月 16日(火) 
7:30～8:30 

市内主要 

交差点等 

市内企業、地域住民、 
関係団体、刈谷警察署、
市 

県内一斉の街頭啓発活動を

通して、ドライバー等に安全運

転の励行を呼びかけた。 

公民館職員交通
安全教室 

7月 17日(水） 

10:00～12:00 
刈谷市役所 

大会議室 

公民館連絡協議会、 
刈谷警察署、市 

公民館職員に対して交通安全

教室を開催し、交通立哨時に

おける注意事項を身につけて

もらうなど、日頃の交通事故防

止を図った。 

自転車安全利用 

キャンペーン 

7月 18日(木) 

16:00～17:00 

刈谷駅南口 
自転車駐車場 

愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 

刈谷警察署、市 

駅駐輪場利用者に啓発品を

配布し、自転車の安全利用を

呼びかけた。 

飲酒運転 

なくそうめん 

キャンペーン 

7月 19日(金) 
16:00～17:00 

刈谷駅北口 
きたくる広場 

刈谷衣浦ライオンズクラ
ブ、ＪＡあいち中央、 
シーホース三河、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷警察署、市 

シェーファーアヴィ幸樹氏（シ

ーホース三河所属のバスケッ

トボール選手）を一日警察署

長に委嘱して、「飲酒運転なく

そうめん」と銘打ったそうめん

を配布してもらい、飲酒運転の

根絶を呼びかけた。 

元刈谷公民館 
交通安全講演会 

7月 20日(土) 

13:30～15:00 

衣浦小学校 
体育館 

元刈谷公民館、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 
刈谷警察署、市 

「交通事故の情勢と自転車の

交通安全について」、「知って

いる？守っている？自転車利

用の交通ルールとマナー」の

講話や自転車の乗車体験教

室を通して、交通ルールやマ

ナーの向上を図った。 
 



活動の様子 

 

交通安全モデル幼稚園における交通安全啓発  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内一斉交通大監視            公民館職員交通安全教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲酒運転なくそうめんキャンペーン     元刈谷公民館交通安全講演会 

 

 

 

 

 

 

 

  



秋の全国交通安全運動（9/21～9/30） 

活動（行事）名 日 時 場 所 主催、協力団体等 内 容 

ラジオ啓発 9月 20日(金) 

12:00～12:15 
Pitch FMオアシ

ススタジオ 

(株)エフエムキャッチ、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷警察署、市 

ラジオ放送を通して、交通安

全運動の周知と交通事故防止

を呼びかけた。 

一日警察官によ
る交通安全キャ
ンペーン 

9月 24日(火) 
9:30～11:30 

ＪＡあいち中央
でんまぁと刈谷
南店 

トヨタ車体(株)、ＪＡあいち
中央、愛知県交通安全
協会刈谷支部、刈谷安
全運転管理協議会、 
刈谷警察署、市 

実業団で活躍する選手の協力

により交通事故防止を呼びか

けた。 

自転車安全利用
キャンペーン 

9月 24日(火) 

18:30～19:30 
刈谷南北跨道

橋 

刈谷警察署、市 見通しが悪く歩行者等との衝

突の危険性が高いアンダーパ

スを通行する自転車に対し

て、自転車から降りて通行する

よう呼びかけ、交通事故防止

を図った。 

乱横断防止啓発 9月 25日(水) 
7:30～8:30 

刈谷駅北口 
駅前広場 

刈谷警察署、市 乱横断が多発している道路

で、歩行者に対して近くの横

断歩道を利用するなど呼びか

け、危険な横断を防止した。 

歩行者保護 

交通安全立哨 

9月 26日(木) 

7:20～7:50 

ピアゴ東刈谷店
付近 

(株)グリーンテック、 

愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷警察署、市 

立哨活動により、ドライバーに

シートベルト着用の徹底を呼

びかけた。 

交通安全総決起

大会 

9月 26日(木) 
16:30～17:15 

みなくる広場 市内企業、地域住民、 
関係団体、刈谷警察署、
市 

交通安全関係団体・企業・地

域住民等が集い、交通安全宣

言の後、街頭啓発活動を実施

した。 

秋の交通安全キ

ャンペーン 

9月 27日(金) 

10:00～11:00 

刈谷ハイウェイ
オアシス 

高速道路交通警察隊、 
愛知県高速道路交通安
全協議会、 
富士松北幼児園、 
刈谷警察署、市 他 

ちびっこ警察官に扮した園児

らとともに、交通安全パフォー

マンスや啓発品の配布を行

い、交通安全を呼びかけた。 

一日警察署長に

よる自転車交通

安全教室 

9月 28日(土) 

9:00～12:00 
刈谷市総合運

動公園 

愛知県警察第二交通機
動隊「B-Force」、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 
刈谷警察署、市 

元サッカー選手の武田修宏氏

を一日警察署長に委嘱し、

「自転車交通安全教室」を開

催することで、自転車の正しい

乗り方など市民の交通安全意

識の醸成を図った。 

シルバー人材セ
ンター自動車安
全運転講習会 

9月 29日(日) 
8:45～11:30 

刈谷自動車学
校 

刈谷自動車学校、 
シルバー人材センター、 
刈谷警察署、市 

業務で車を利用する会員に、

交通安全講話や実走訓練に

より危険予測の感覚等を習得

してもらった。 

交通事故死ゼロ
の日街頭啓発 

9月 30日(月) 
7:30～8:30 

市内主要 
交差点等 

市内企業、地域住民、 
関係団体、刈谷警察署、
市 

市内企業や地域住民等が、主

要な交差点等で立哨活動を行

い、交通事故防止を図る。 
 



活動の様子 

 

一日警察官による交通安全キャンペーン   交通安全総決起大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の交通安全キャンペーン         シルバー人材センター自動車安全運転講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日警察署長による交通安全キャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

  



年末の交通安全市民運動（12/1～12/10） 

活動（行事）名 日 時 場 所 主催、協力団体等 内 容 

ラジオ啓発 12月 2日(月) 

12:00～12:15 
Pitch FMオアシ

ススタジオ 

(株)エフエムキャッチ、 
株式会社クライム、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 
刈谷警察署、市 

ラジオ放送を通して、交通安

全運動の周知と交通事故防止

を呼びかけた。 

交通事故封じ
「米」作戦 

12月 3日(火) 

13:30～14:30 

小垣江町北沢 

交差点付近 

ＪＡあいち中央、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、刈谷警察
署、市 

停車中のドライバーに洒落で

銘打った JA 提供のお米を配

布し、交通事故防止を呼びか

けた。 

歩行者保護 
キャンペーン 

12月 4日(水) 
10:00～11:00 

刈谷豊田総合 

病院 

愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 
刈谷警察署、市 

来院者に対して啓発品を配布

し、歩行者保護の徹底や横断

歩道の利用促進を呼びかけ

た。 

5-7は魔の時間 

交通安全キャン

ペーン 

12月 5日(木) 

15:30～16:30 
イオンタウン刈

谷 

愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 
刈谷警察署、市 

夕暮れ時で交通事故が多発

する 17時から 19時における、

早めのライト点灯や反射材の

着用を呼びかけた。 

県内一斉 

交通大監視 

12月 6日(金) 

7:30～8:30 

市内主要 

交差点等 

市内企業、地域住民、 

関係団体、刈谷警察署、

市 

県内一斉の街頭啓発活動を

通して、ドライバー等に安全運

転の励行を呼びかけた。 

一日警察署長 

交通安全広報 

12月 9日(月) 

15:00～17:20 
愛知県立刈谷

北高等学校 

愛知県立刈谷北高等学
校、 
愛知県交通安全協会刈
谷支部、刈谷安全運転
管理協議会、 
刈谷警察署、市 

バスケットボール日本代表の

髙田真希選手を一日警察署

長に委嘱し、高校生に自転車

のヘルメット着用を呼び掛ける

など、交通安全広報を実施

し、交通事故の防止を図った。 

交通事故死ゼロ
の日街頭啓発 

12月 10日(火) 

7:30～8:30 

市内主要 

交差点等 

市内企業、地域住民、 
関係団体、刈谷警察署、
市 

市内企業や地域住民等が、主

要な交差点等で立哨活動を行

い、交通事故防止を図る。 

交通安全立哨 12月 13日(金) 

7:20～7:50 

ピアゴ東刈谷店

付近 

(株)グリーンテック、 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷警察署、市 

立哨活動により、ドライバーに

シートベルト着用の徹底を呼

びかけた。 
 



活動の様子 

 

ラジオ生放送啓発              交通事故封じ「米」作戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者保護キャンペーン          「５～７は魔の時間」交通安全キャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一日警察署長による交通安全広報 

 

 

 

 

 

 

 

  



その他交通安全啓発（運動期間外） 

活動（行事）名 日 時 場 所 主催、協力団体等 内 容 

110番の日 

交通安全啓発 

1月 10日（水） 

10:00～11:00 

刈谷ハイウェイ

オアシス 

刈谷警察署、市 「110 番」の正しい利用方法と

重要性を広めると共に、交通

安全を呼び掛けた。 

愛知県交通安全 

県民大会 

 

主催 

・愛知県 

・愛知県交通安 

全推進協議会 

1月 25日(木) 

13:30～15:00 

名古屋市公会

堂 大ホール 

［市内の受賞者］ 

【民間街頭活動協力者】 

鈴木 富佐夫 様 

岡本 眞幸 様 

深谷 康生 様 

古荘 健一 様 

交通安全活動に特にご尽力さ

れた民間街頭活動者、交通安

全功労団体等に対して感謝状

（表彰状）を授与した。 

交通事故防止バ

レンタインキャン

ペーン 

2 月 14 日(水）

9:30～11:30 

刈谷ハイウェイ

オアシス 他 

刈谷法人会刈谷支部女

性部会、 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷安全運転

管理協議会、 

刈谷警察署、市 

刈谷法人会刈谷支部女性部

会の５名を一日警察官に委嘱

し、交通事故防止を呼び掛け

るシールを添付したチョコレー

トを配布した。 

200 日間自転車

無事故無違反ラ

リー 

6 月 3 日（月）

～12 月 19 日

（木）までの200

日間 

市内中学校、

高等学校 

刈谷警察署、市 生徒がラリーに参加すること

で、参加者の交通安全意識の

高揚を図り、11 校中 7 校が達

成した。 

ＦＣ刈谷ホーム開

幕戦交通安全啓

発 

6月 29日（土） 

10:00～13:00 

刈谷市総合運

動公園 

ウェーブスタジ

アム刈谷 

刈谷商工会議所、 

公益社団法人刈谷法人

会刈谷支部、 

刈谷防犯協会連合会、 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷安全運転

管理協議会、 

刈谷警察署、市 

ＦＣ刈谷の開幕戦に合わせ、

来場者に対してオリジナル反

射材づくりや啓発品配布を実

施し、交通安全について呼び

かけた。 

第５８回交通安全

子ども自転車 

愛知県大会 

7月 23日（火） 

8:30～14:00 

名古屋市 

国際展示場 

富士松南小学校、 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷警察署、市 

刈谷市代表 富士松南小学校 

【団体の部】第 6位入賞 

（県内 18チーム 72人中） 

第５１回交通少年

団集合訓練 

7月 26日（金） 

9：00～12：00 

メディアス体育

館おおぶ 

市内交通少年団、 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷警察署、市 

訓練を通じて、交通安全に対

する意識の大切さを指導し

た。 

刈谷わんさか祭

り 2024 

8月 17日（土） 

13:00～16:00 

総合運動公園 愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷安全運転

管理協議会、 

刈谷警察署、市 

反射材の配布や自転車用ヘ

ルメットの展示等を行い、交通

事故防止を呼びかけた。 

交通安全作品展 10月 1日（火） 

～ 

10月 7日(月) 

刈谷ハイウェイ

オアシス 

市内小中学生 

・入選者 120人 

 ポスター 45人 

 書道   75人 

・応募総数 7,981作品 

市内小中学生から応募された

作品のうち、優秀作品を展示

し、交通安全意識高揚を図っ

た。 

 



 

活動（行事）名 日 時 場 所 主催、協力団体等 内 容 

刈谷産業まつり 10月 20日(日) 

10:00～15:00 

産業振興センタ

ー 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷安全運転管

理協議会、 

刈谷警察署、市 

ミニ白バイやパトカーの展

示、交通安全クイズ等を行

い、交通事故防止を呼びか

けた。 

第２０回交通安全

高齢者自転車 

愛知県大会 

11月 7日(木) 

10:00～14:30 

名古屋市 

国際展示場 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、一ツ木五月会、 

刈谷警察署、市 

30 チーム約 150 人の選手が

模擬道路を走行し、自転車

の正しい安全な乗り方を競っ

た。 

交通安全モデル

幼児園参加の秋

の交通安全フェ

スタ 

11月 9日(土) 

10:00～16:00 

刈谷ハイウェイ

オアシス 

富士松南幼児園、 

(株)アイシン、(独)自動車

事故対策機構、NPO 法人

いのちのミュージアム、 

「タテシナ会議」新しい児

童への啓発分科会、 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷市安全運転

管理協議会、 

刈谷警察署、市 

シートベルト着用を呼びかけ

る塗り絵の発表など、園児に

よる啓発活動を通して、来場

者に対して交通事故防止を

呼びかけた。 

また、来場者にオリジナル反

射材づくりや自動車運転シミ

ュレーションなどの体験ブー

スを設置し、交通安全意識の

高揚を図った。 

年末の刈谷警察

署セーフティー

キャンペーン 

12月 21日(土) 

10:30～11:30 

刈谷ハイウェイ

オアシス 

(株)近藤組、 

防犯少年団（刈谷市立双

葉小学校）、 

愛知県交通安全協会刈

谷支部、刈谷市安全運転

管理協議会、 

刈谷警察署、市 

一日警察署長に委嘱された

藤嶋健人氏（中日ドラゴンズ

選手）と藤嶋謙司刈谷警察

署長のW藤嶋署長が来場者

に啓発品を配布するなど、年

末の交通事故防止を呼びか

けた。 

刈谷市長交通安

全ビデオメッセー

ジ 

10月 1日(火) 

～ 

12月 31日(火) 

刈谷市ホーム

ページ 

刈谷警察署、市 年末にかけて増加する交通

事故を防止するため、市長

から交通安全を呼びかけるビ

デオメッセージを配信した。 

 

刈谷市長交通安全ビデオメッセージ 

 



活動の様子 

 

１１０番の日交通安全啓発          交通事故防止バレンタインキャンぺーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＣ刈谷ホーム開幕戦交通安全啓発      第５８回交通安全子ども自転車愛知県大会 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第５１回交通少年団集合訓練         刈谷わんさか祭り 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



活動の様子 

 

刈谷産業まつり                  第２０回交通安全高齢者自転車愛知県大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の交通安全フェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末の刈谷警察署セーフティーキャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 



交通安全教室 

教室名 日 時 対象者 主催、協力団体等 内 容 

就学児 

交通安全教室 

2月 1日(木) 

～ 

3月 11日(月) 

市内幼児園、 

保育園 5歳児 

市 安全な登下校方法を写真や

パネルシアター等で楽しみな

がら習得させた。また、自転車

の乗り方や雨天時における横

断方法等を指導した。 

シーホース三河 

交通安全教室 

3月 2日(土) 

13:00～14:00 

刈谷市総合運

動公園 

シーホース三河(株)、 

刈谷警察署、市 

試合観戦に来た親子に、シー

ホース三河の公式マスコッ

トのシーホースくんたちと

自転車の安全な乗り方等を

指導した。 

一ツ木町交通安全

活動講習会 

3月 2日(土) 

10:30～12:00 

一ツ木地区住民  刈谷警察署、市 交通事故事例の紹介などによ

り、運転や歩行時の注意事項

を指導した。 

保育園交通安全講

習会 

3月 13日(水) 

10:00～11:30 

市内保育園 

保育支援者 

刈谷警察署、市 保育支援者に、園外活動時に

おける園児の見守りの注意点

等を指導した。 

子ども自転車教室 3月 17日（日） 

9:30～11:30 

13:00～15:00 

市内在住の子 

（4～8 歳頃）と

保護者 

㈱デンソー自転車部

員、㈱デンソーエレクト

ロニクスサイクリング部

員、刈谷警察署、市 

自転車に乗れない子どもに対

して、自転車の正しい乗り方な

どを教え、自転車の安全な利

活用を推進した。 

自転車安全運転 

講習会 

3月 21日(木) 

13:30～14:30 

シルバー人材

センター会員 

刈谷警察署、市 会員に自転車の正しいルール

や技術について指導した。 

自転車の安全な 

乗り方教室 

4月 26日(金) 

～ 

6月 7日(金) 

市内小学校 

2年生、4年生 

市 自転車のルール、マナーを学

び、模擬道路を使い、安全な

乗り方を指導した。 

安全な歩き方教室 5月 7日(火) 

～ 

6月 7日(金) 

市内小学校 

1年生 

市 基本的な交通ﾙｰﾙを学び、道

路の安全な歩き方を指導し

た。 

年長組 

交通安全教室 

6月 12日(水) 

～ 

7月 11日(木) 

市内幼児園、 

保育園 5歳児 

市 パネルシアターや交通安全腹

話術を楽しみながら、信号の

見方や道路の安全な横断方

法等を指導した。 

トラック左折巻き

込み交通安全教室 

6月 17日(月) 

8:55～10:30 

小垣江東 

小学校児童 

愛知県トラック協会

西三支部刈谷部会、 

刈谷陸青会、 

刈谷警察署、市 

大型トラックを用いて左折

巻き込み事故等の危険性に

ついて指導した。 

年中組 

交通安全教室 

10月 15日(火) 

～ 

11月 21日(木) 

市内幼児園、 

保育園 4歳児 

市 パネルシアターや交通安全腹

話術を楽しみながら、保護者と

手をつなぐ大切さ、横断の方

法等を指導した。 

トラック左折巻き

込み交通安全教室 

11月 20日(水) 

8:50～9:30 

※雨天のため

途中で中止 

朝日小学校 

児童 

愛知県トラック協会

西三支部刈谷部会、 

刈谷陸青会、 

刈谷警察署、市 

大型トラックを用いて左折

巻き込み事故等の危険性に

ついて指導した。 

 



活動の様子 

 

シーホース三河交通安全教室        子ども自転車教室 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車の安全な乗り方教室         安全な歩き方教室 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾗｯｸ左折巻き込み交通安全教室       年中組交通安全教室 

 

 

 

 

 

 

  



基本施策 令和６年実績

１　生活道路等における人優先の安心・安全な歩行空間の整備

（１）生活道路における交通安全対策の推進

○安心して移動できる歩行空間の整備、歩行者や自転車の通行を優先す

るゾーンを形成するゾーン対策、エリア内への通過車両の抑制対策の実施

○見やすく分かりやすい道路標識・道路標示の整備

○ビッグデータを活用した効果的・効率的な交通安全対策の実施

○歩道の新設

 ・市道2-485号線(銀座他) 19ｍ

（２）通学路等における交通安全の確保

○通学路の合同点検を実施し、67件の

危険箇所対策を実施

○スクールガードリーダーを北部、中部、南

部に各1人配置

〇交通安全対策の実施

※通学路の対策含む。( )は新設箇所

・グリーン塗装　12箇所(10箇所)

・交差点カラー塗装　8箇所(7箇所)

・防護柵設置　10箇所

・カーブミラー設置　27基

・道路安全灯設置　20基

・歩行者保護路面シート　4枚

（３）高齢者、障害者等の安全に資する歩行空間等の整備

２　幹線道路における交通安全対策の推進

（１）事故危険箇所対策等の推進

○事故の発生割合の大きい幹線道路の区間等を事故危険箇所に指定し、

集中的な事故抑止対策の実施

○事故危険箇所において、信号機の新設・改良、交差点改良等の交通安

全対策を推進

○カラー舗装や路面標示、1.5車右折帯や交差点のコンパクト化など、広範

かつ機動的な危険箇所対策の推進

○横断歩道照明の設置　18基

（２）重大事故の再発防止

○社会的影響の大きい重大事故が発生した場合、速やかな事故要因の調

査と、同様の事故の再発防止

○死亡事故発生箇所の事故要因の調査

及び再発防止啓発の実施

３　道路交通環境の整備　

（第11次刈谷市交通安全計画第2章第1節に基づき記載）

○「刈谷市通学路交通安全プログラム」に基づく定期的な合同点検の実

施、関係機関が連携したハード・ソフト両面における対策の推進

○通学児童等の通行の安全を確保するため、物理的デバイスの設置等の

交通安全対策の推進

○駅、公共施設、福祉施設、病院等の周辺を中心とした安全で快適な歩

行空間の確保

○刈谷市バリアフリー基本構想に基づく重点整備地区に定められた刈谷駅

周辺地区における駅のバリアフリー化の推進

○駅、公共施設、福祉施設、病院等が相互につながる歩道等の段差の解

消などのバリアフリー化による、誰もが歩きやすい歩行空間の整備の推進

○公共施設連絡バス「かりまる」を活用した移動等の円滑化の推進

〇JR東海を事業主体としたJR刈谷駅総

合改善事業を実施

〇南北連絡通路のサイン整備事業を実

施

〇地域公共交通計画の進捗管理・推進

〇利便性向上に向けた「かりまる」路線再

編の検討



基本施策 令和６年実績

（３）道路の改築等による交通事故対策の推進

○既存道路の拡幅、生活道路エリア内への通過車両の抑制対策、自転車

道や自転車専用通行帯を設ける道路の計画・整備等、交通安全に寄与す

る道路改良事業の推進

○交差点のコンパクト化、右折車線の整備等の推進

○交通量や通行の状況に即した、歩道、自転車道、自転車専用通行帯等

の整備の促進

○交通混雑が著しい都市部や駅周辺等において、地区周辺の幹線道路、

ペデストリアンデッキ、交通広場等の総合的な整備の推進

〇自転車活用推進計画の進捗管理実

施

○自転車活用推進計画の推進に向けた

調査・検討を実施

３　交通安全施設等整備事業の推進

（１）交通安全施設等の維持管理

○施設の長寿命化等によるライフサイクルコスト削減の推進

○横断歩道の道路標識・道路標示の効率的かつ適切な管理の実施

〇道路安全灯等181基を点検し、うち3

基修繕

（２）歩行者・自転車対策及び生活道路対策の推進

○面的かつ総合的な交通事故対策の推進

○歩行空間のバリアフリー化及び通学路等における安心・安全な歩行空間

の確保

○自転車利用環境の整備

○無電柱化の推進

○歩道の新設

 ・市道2-485号線(銀座他) 19ｍ

（３）高齢者等の移動手段の確保・充実

○地域の実情に応じた公共交通等による移動支援体制の構築

○新たなモビリティ技術の普及促進

〇地域公共交通計画の進捗管理・推進

〇デマンド交通の実証実験

４　自転車利用環境の総合的整備

（１）安全で快適な自転車利用環境の整備

○市内の道路状況等の情報や探索コース

を掲載した「かりや自転車マップ Second

Series」をホームページへ掲載

○「かりや自転車マップ Second Series」

のかりマップへの反映を検討

〇自転車活用推進計画の進捗管理実

施

○自転車活用推進計画の推進に向けた

調査・検討を実施

（２）自転車等の駐車対策の推進

○市内駐輪場の利用状況調査を実施

し、自転車駐車場の現況把握及び課題

整理を実施

○放置自転車等の撤去　773台

○自転車利用の促進

○自転車道や自転車専用通行帯、自転車の通行位置を示した道路等の

整備

○自転車駐車場の計画的な整備

○放置自転車等の整理・撤去等の実施



基本施策 令和６年実績

５　災害に備えた道路交通環境の整備

（１）災害に備えた道路の整備

○近隣自治体等の関係機関との連絡体

制の確認

○橋梁の耐震化（弘法橋）

（２）災害発生時における交通規制

○緊急通行車両等以外の車両の通行を禁止又は制限する交通規制の実

施

○被災地域への車両の流入抑制等の交通規制等を実施

○警察等の関係機関との連携体制の確

認

６　総合的な駐車対策の推進

（１）駐車場等の整備

○駐車施設の整備の促進

○パークアンドバスライド等の普及の推進

〇地域公共交通計画の進捗管理・推進

（２）違法駐車を排除しようとする気運の醸成・高揚

○違法駐車を排除しようとする気運の醸成・高揚に向けた広報啓発活動の

実施

○希望する地区等へ迷惑駐車禁止のチラ

シを配布

○迷惑駐車多発箇所において注意喚起

看板を設置

７　道路の使用及び占用の適正化等

（１）道路の使用及び占用の適正化

○道路使用及び占用の適正な運用の実施

○適正な維持管理についての指導を実施

○占用者に対する適切な指導の実施及

び占用物件等における維持管理の適正

化の推進

（２）不法占用物件の排除等

○不法占用物件等の実態把握、管理権に基づく措置及び警察の指導取

締りの推進

○関係機関と連携し、不法占用物件に

対する適切な措置・指導の実施

（３）道路の掘り返しの規制等

○刈谷市道路占用協議会における合理的な調整の実施 ○道路占用協議会を開催し、占用者間

における工事施工時期、施工方法の調整

の推進

○橋梁の耐震化や無電柱化等による災害に強い交通環境の整備を推進



議題３ 令和７年事業計画（案） 

１ 趣 旨 

 一瞬にして人命を奪い、人々の平和な暮らしを脅かす交通事故をなくすことは、市

民の切なる願いです。しかし、多くの人々の懸命な取組にもかかわらず、なお依然と

して多数の交通事故が発生しています。 

 交通事故をなくすためには、私たち一人ひとりが、人命の尊重を最優先にして、交

通安全の確保に向けた取組を一層進めることが必要で、交通社会の主体である市民及

び事業者の積極的な取組なくして真の交通安全は実現しません。 

 そこで、本推進協議会に集結している各団体、学校及び事業所等が一体となり、県、

その他関係諸機関との連携及び協力を得て、各季の交通安全運動等を通じて、市民一

人ひとりが、人命尊重の理念のもとに、子どもや高齢者に対する思いやり運転の励行

と交通ルールの遵守や交通モラルの向上に努めるとともに、交通安全施設の整備を促

進することにより、交通事故のない安全で快適な生活の実現を目指します。 

 また、それぞれの取組みの実施にあたり、スローガンを次のとおりとします。 

（１）スローガン 

   ストップ・ザ・交通事故 ～高めようモラル 守ろうルール～ 

（２）サブスローガン 

   実践しよう 交通安全スリーＳ（エス）運動 

 

２ 基本方針 

 次の内容を推進して人身事故の減少を図ります。 

（１）交通安全運動及び広報活動 

下記の重点に沿った交通安全運動及び広報活動を実施します。 

①子どもと高齢者の交通事故防止 

②歩行者・自転車・特定小型原動機付自転車の交通事故防止 

③交通ルールと運転モラルの遵守 

④悪質・危険な運転の根絶 

⑤後部座席を含むシートベルト全席着用の徹底 

（２）交通安全教育 

子どもと高齢者の交通事故防止に重点をおき、各年代の特性に合わせて計画的、

継続的な交通安全教育を実施します。 

（３）道路交通環境の整備 

   交通事故防止を図るため、警察や道路管理者等の関係機関と連携して、道路交

通環境の整備を推進します。 

 

 

 



３ 取組内容 

（１）家庭 

  ①日常の生活の中で、安全な道路の通行方法、安全な自転車の乗り方、正しい特

定小型原動機付自転車の利用方法、交通ルールやマナーの大切さについて十分

に話し合い、交通安全意識を高めます。 

②横断時に、ドライバーへ横断する意思と感謝を示す「ハンド・アップ運動」を

実践します。 

③夕暮れ時や夜間、早朝の外出には、明るい目立つ色の衣服を着用し、反射材用

品、ＬＥＤライト等を活用します。 

④自転車乗用時にはヘルメットを着用し、自転車損害賠償責任保険等に加入しま

す。 

⑤特定小型原動機付自転車乗車時は、ヘルメットを着用します。 

⑥後部座席を含む全ての座席でシートベルト・チャイルドシートを正しく着用し

ます。 

⑦「飲酒運転四（し）ない運動」と「ハンドルキーパー運動」を実践します。 

（２）地域 

①通学路等の幼児・児童の安全な通行や生活道路等における歩行者・自転車の安

全な通行を確保する取組の推進、横断歩道の利用促進を図ります。 

②通学路等の見守りなどの自主的なボランティア活動を推進します。 

③反射材用品、ＬＥＤライト等の普及や後部座席を含む全ての座席でシートベル

ト・チャイルドシートの正しい着用を促進するキャンペーンを展開します。 

④「飲酒運転四（し）ない運動」と「ハンドルキーパー運動」を推進し、飲酒運

転根絶の気運を高めます。 

（３）職場・学校等 

①交通ルールやマナーの遵守を促進します。 

②シートベルト着用の重要性を理解させ、後部座席を含む全ての座席でシートベ

ルト・チャイルドシートの正しい着用を促進します。 

③歩行中の安全な通行方法や自転車の安全利用方法について、参加・体験・実践

型の交通安全教室を開催するなど、交通安全教育を推進します。 

④自転車乗車時にはヘルメットを着用し、自転車損害賠償責任保険等に加入しま

す。 

⑤特定小型原動機付自転車乗車時は、ヘルメットを着用します。 

⑥交通指導員や交通ボランティアと緊密に連携し交通安全活動を推進します。 

⑦ＰＴＡや関係機関と連携して、通学路の点検を定期的に実施します。 

⑧「飲酒運転四（し）ない運動」と「ハンドルキーパー運動」を推進し、飲酒運

転根絶の気運を高めます。 

 

 

 



（４）運転者 

①子どもと高齢者の行動特性を理解し、横断歩行者の保護を始め、安全運転を徹

底します。 

②ライト・オン運動（夕暮れ時の前照灯早め点灯運動）の実践とともに、対向車

や先行車がいない場合は、ハイビームを活用します。 

③後部座席を含む全ての座席でシートベルト・チャイルドシートの着用を確認し

てから出発します。 

④「飲酒運転四（し）ない運動」と、「ハンドルキーパー運動」を実践します。 

⑤「ながらスマホ」・「妨害運転」は絶対にしません。 

 

４ 交通安全活動の進め方 

（１）啓発活動は、愛知県及び愛知県交通安全推進協議会が作成した県民運動実施要

綱に準拠し、県内規模で展開される取組に基づき、その効果的な推進が図られる

よう進めます。 

（２）各実施機関・団体は、組織全体への運動の浸透を図りながら、それぞれの実情

に即した運動を進めます。 

（３）市・刈谷警察署・市教育委員会は、相互に協力して具体的な計画を立案し、そ

れぞれの運動の周知徹底と重点施策の推進を図ります。 

 

５ 推進する交通安全活動 

（１）各季の交通安全運動 

   交通安全運動期間には、各運動の実施要綱に基づき効果的な活動を実施します。 

   具体的な方針は、国・県の方針、市内の交通事故情勢等を踏まえて決定します。 

春の全国交通安全運動 
４月６日（日）～４月１５日（火） 

［県内一斉大監視 ４月１０日（木）］ 

夏の交通安全市民運動 
７月１１日（金）～７月２０日（日） 

［県内一斉大監視 ７月１６日（水）］ 

秋の全国交通安全運動 
９月２１日（日）～９月３０日（火） 

［県内一斉大監視 ９月２６日（金）］ 

年末の交通安全市民運動 
１２月１日（月）～１２月１０日（水） 

［県内一斉大監視 １２月５日（金）］ 

（２）交通事故死ゼロの日 

①趣 旨 

 県内一斉活動として市民参加による街頭監視活動等を展開し、社会全体で交

通死亡事故の防止に特に努める日です。 

②実施日 

 毎月１０日、２０日、３０日 

 



③実施内容 

a 重点的な取組の推進 

・１０日：子どもを交通事故から守る日、横断歩道の日 

・２０日：自転車・二輪車安全利用の日 

・３０日：高齢者を交通事故から守る日 

b 街頭活動の強化 

・歩行者、自転車利用者の保護誘導や自転車利用者に対する安全な乗り方の

指導を行う。 

・通学（園）路、生活道路、交差点等の事故多発場所の安全点検活動等を行

う。 

・後部座席を含む全ての座席でシートベルト、チャイルドシートの正しい着

用の徹底を呼び掛ける 

c 交通安全教育の推進 

・子どもや高齢者のほか、自転車利用者に対する交通安全教室を開催する。 

・交通安全講話等の開催や、交通安全教育用ＤＶＤの貸出を行う。 

d 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ、広報車の巡回等による広報を行う。 

（３）高齢者を交通事故から守る日・週間 

①趣 旨 

 交通事故死者数の半数近くを占める高齢者の事故を防止するため、高齢者と

その周囲の者の交通安全意識を高めるとともに、運転者の高齢者に対する思い

やり意識の浸透を図ります。また、交通事故の低減に効果的な安全運転サポー

ト車の利用や運転免許証の自主返納を促進するための啓発活動を集中的に実施

します。 

②実施日 

ａ 毎月３０日（２月は末日） 

ｂ 高齢者交通安全週間【９月１４日（日）～９月２０日（土）】 

③実施内容 

ａ 街頭活動の強化 

・街頭におけるキャンペーン等での啓発活動や地域を巡回し、生活道路対策

「ゾーン３０」の周知や、高齢歩行者や自転車利用者に対する安全行動の

呼び掛け等を行う。 

・運転免許証の自主返納制度、サポートカー限定免許制度について、広報啓

発に努める。 

ｂ 交通安全教育の推進 

・高齢者に対する交通安全教室等を通じて、明るい服装の着用と反射材用品・

ＬＥＤライト等の活用及び普及等を図る。 

・交通安全講話等の開催や、交通安全教育用ＤＶＤの貸出を行う。 

 



ｃ 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ等による広報を行う。 

（４）自転車・二輪車の安全利用 

①趣 旨 

自転車・二輪車の交通事故の特徴や、交通ルール遵守の必要性を市民に呼び

掛け、自転車・二輪車の安全利用について理解を深めます。 

②実施日 

ａ 自転車・二輪車安全利用の日  毎月２０日 

ｂ 自転車・二輪車安全利用月間  ５月 

ｃ バイクの日  ８月１９日（火） 

③実施内容 

ａ 街頭活動の強化  

・自転車、二輪車の安全な乗り方の指導を行う。 

・事故多発場所の安全点検活動等を行う。 

ｂ 交通安全教育、啓発事業の推進 

・「自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」の周知と遵守を図る。 

・参加、体験、実践型の交通安全教室を開催する。 

・「自転車安全利用五則」を基本として、安全運転意識の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

・道路交通法の一部を改正する法律（携帯電話使用等及び酒気帯び運転禁止

の罰則の強化）について周知する。 

・見通しがきかない交差点では、車両には徐行義務があることや、一時停止

標識が設置された交差点では、自転車（電動キックボード等を含む）にも

一時停止義務があることを周知する。 

・自転車（電動キックボード等を含む）乗用時はヘルメットを着用するよう

に呼び掛ける。（努力義務） 

・自転車利用者も加害者になり得ることを認識させ、自転車損害賠償責任保

険等への加入を促進する。（義務） 

・点検整備の促進を図る。 

・二輪車事故被害の軽減のために、乗車用ヘルメットのあごひもをしっかり

締めるとともに、二輪車用プロテクター等を着用するように呼び掛ける。 

・交通安全教育用ＤＶＤの貸出を行う。 

ｃ 広報活動の強化 

≪自転車安全利用五則≫ 

１．車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先 

２．交差点では信号と一時停止を守って、安全確認 

３．夜間はライトを点灯 

４．飲酒運転は禁止 

５．ヘルメットを着用 



・広報紙、ホームページ、ラジオ等による広報を行う。 

 

（５）交通安全スリーＳ運動 

①趣 旨 

 交通死亡事故のうち、半数以上が交差点内または交差点付近で発生し、道路

横断中の事故が多数発生しています。 

 「交通安全スリーＳ運動」は、交通事故を防止するための基本的な運転行動

を表した「ストップ（Stop）」「スロー（Slow）」「スマート（Smart）」のキーワ

ードの３つの頭文字を取り、ドライバー等に安全な行動の定着化を図ることを

目的として実施します。 

ａ Ｓｔｏｐ（ストップ） 

・赤信号は確実にストップ、一時停止場所では自転車もストップ 

・横断歩道や交差点では歩行者優先 

・飲酒運転の根絶 

ｂ Ｓｌｏｗ（スロー） 

・子どもや高齢者を見かけたらスローな運転 

・見通しが悪い交差点では徐行 

ｃ Ｓｍａｒｔ（スマート） 

・全ての人に対して思いやりをもった運転と、運転中はスマートフォン等を

絶対使用しないスマートな運転 

・シートベルトの全席着用の徹底 

・急発進や急制動をしない、落ち着いたアクセルの踏み込みなど、環境に配

慮したスマートな運転 

②実施内容 

ａ 街頭活動の強化 

・地域を挙げた街頭啓発活動を積極的に実施する 

・地域住民に交通安全情報を積極的に提供する。 

ｂ 交通安全教育の推進 

・交通事故の発生状況に応じた交通安全教室を積極的に開催する。 

・交通安全講話等の開催や、交通安全教育用ＤＶＤの貸出を行う。 

ｃ 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ等による広報を行う。 

（６）ライト・オン運動（夕暮れ時の前照灯早め点灯運動） 

①趣 旨 

薄暗くなる夕暮れ時は、視認性が低下し、人や車の動きが見えにくくなる上、

下校、退勤等により人や車の交通量が増える時間帯と重なることから、交通事

故が多発する傾向があります。 

「ライト・オン運動」は、運転者の視認性の向上を図るとともに、歩行者・

自転車利用者や対向車に自車の存在をいち早く知らせるために、早めのライト

「交通安全スリーS 運動」  

シンボルマーク 



点灯を推進します。また、歩行者・自転車利用者には反射材用品の普及と自発

的な活用の促進を図ります。 

②実施内容 

ａ 街頭活動の強化 

・歩行者、自転車利用者の注意喚起と運転者等に対する指導を行う。 

・サイン板等を利用して啓発活動を行う。 

ｂ 交通安全教育の推進 

・夕暮れ時の事故の実態を踏まえた交通安全教育を実施する。 

・交通安全講話等を開催する。 

ｃ 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ等による広報を行う。 

ｄ 点灯時間の目安（日没時刻の概ね１時間前） 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

１６：００ １６：３０ １７：００ １７：３０ １８：００ １８：００ 

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

１８：００ １７：３０ １７：００ １６：３０ １６：００ １６：００ 

※雨天、曇天の視界不良時は昼間でも点灯 

（７）歩行者保護運動 

①趣 旨 

    県内では、道路横断中に歩行者が死傷する交通事故が多発しています。 

    歩行者保護運動は、横断歩道における歩行者に対する保護意識の醸成を図る

取組を一層強化し、ドライバーには横断歩道等における歩行者等の優先を、歩

行者には横断歩道の利用促進とドライバーに渡る意思と感謝を示す「ハンド・

アップ運動」を推進します。 

②実施日 

ａ 子どもを交通事故から守る日  毎月１０日 

ｂ 横断歩道の日  毎月１０日 

③実施内容 

ａ 子どもを交通事故から守る日 

・学校関係者、警察及び地域住民と連携し、登下校時の見守り活動を推進す

る。 

・通学路における交通指導取締り活動を行う。 

ｂ 横断歩道の日 

・横断歩行者の保護を呼び掛けるキャンペーンの開催やスーパー等の大型商

業施設における広報啓発の実施、交差点や横断歩道付近等でサイン板等に

より走行車両に対し、歩行者保護を呼び掛ける。 

・ダイヤマークの周知と、横断歩道における歩行者等優先の遵守を図る。 

・各事業所では、通勤時や業務中等の横断歩行者保護について指導を行う。 

・警察署では、交通指導取締りの強化や、横断歩道等の点検整備を実施する。 

ｃ ハンド・アップ運動 

「ライト・オン運動」  

シンボルマーク 

「ハンド・アップ運動」  

シンボルマーク 



     歩行者が横断時に、ドライバーと意思疎通を図る横断方法を提唱するもの

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ 街頭活動の強化 

・通学路や子どもが日常的に集団で移動する経路等での見守り活動等を行う。 

・街頭におけるキャンペーン等での啓発活動等を行い、生活道路対策「ゾーン

３０」の周知や、子どもを始めとする歩行者へ安全行動の呼び掛け等を行う。 

・歩きスマホの危険性の周知や、「ハンド・アップ運動」の周知と実践に努める。 

・信号無視や乱横断（横断禁止場所での横断等）をする歩行者に対して指導

を行う。 

e 交通安全教育・啓発事業の推進 

・交通安全教室等を通じて、歩行中の安全な通行について指導を行う。 

・明るい色の服装の着用、反射材用品の視認効果の周知及び活用を呼び掛ける。 

・交通安全教育用ＤＶＤの貸出を行う。 

f 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ、広報車の巡回等による広報を行う。 

（８）「カチッと１００！」シートベルト・チャイルドシート着用徹底運動 

①趣 旨 

シートベルト・チャイルドシートの交通安全上の有効性については実証され

ています。未だ着用率の低い後部座席のシートベルトの着用及びチャイルドシ

ートの正しい着用を徹底し、全席着用率１００％を目指すため展開します。 

②実施日 

ａ 県内一斉シートベルト・チャイルドシート関所  ２月１４日（金） 

ｂ 「カチッと１００！」シートベルト・チャイルドシート着用徹底強化旬間 

    ２月１１日（火）～ ２月２０日（木） 

    ６月１１日（水）～ ６月２０日（金） 

   １１月１１日（火）～１１月２０日（木） 

③実施内容  

ａ 「県内一斉シートベルト・チャイルドシート関所」 

・参 加 者  市職員、警察署員、交通安全推進団体等 

・時  間  午前８時から正午のうちの１時間 

・実施内容 

・歩行者は、左右の安全確認をし、手を挙げるなどドライバーに横断する意
思を明確に伝えてから横断する。特に子どもは、横断中もドライバーから
目立つように手を挙げて横断する。 

・歩行者は、車が止まっても左右の安全確認をしてから渡り、横断途中も他
の車が来ていないか注意する。 

・歩行者は、停止したドライバーに会釈するなど感謝を伝える。 
・ドライバーは道路上のダイヤマークを見たら、横断者が横断歩道付近にい

る場合はその手前で安全に停止できるよう、速度を落として走行する。 
・ドライバーは、横断中または横断しようとしている歩行者、自転車を見掛

けたら、必ず横断歩道等の手前で止まる。 



  信号停止中等の自動車から無作為に抽出し、運転手、助手席及び後部座

席の同乗者のシートベルト・チャイルドシートの着用実態を把握する。 

ｂ 街頭活動の強化 

・着用率の低い後部座席のシートベルト着用促進を図る。 

・交差点等で、サイン板等により走行車両に対して着用の徹底を呼び掛ける。 

・シートベルト非着用、チャイルドシート不使用に対して交通指導取締りを行う。 

ｃ 交通安全教育・啓発事業の推進 

・交通安全キャンペーン等を開催し、着用率の低い後部座席のシートベルト

着用促進を図る。 

・各種団体、各事業所では、研修会等を開催し、車利用者の着用指導を行う。 

ｄ 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ、広報車の巡回等による広報を行う。 

（９）飲酒運転の根絶 

①趣 旨 

 県内では、依然として飲酒運転に起因する重大な交通事故が後を絶たない実

態であることから、飲酒運転が引き起こす結果の重大性、悲惨さ等を市民意識

に浸透させ、その根絶を図るために各種の取組を実施します。 

②実施日 

ａ 飲酒運転根絶の日  毎月第４金曜日 

ｂ 飲酒運転根絶強調月間  １２月 

③実施内容 

ａ 「飲酒運転四（し）ない運動」の推進 

 

 

 

 

 

ｂ 「ハンドルキーパー運動」の推進 

 

 

 

 

ｃ 街頭活動の強化 

・交差点等で、サイン板等により走行車両に対して飲酒運転根絶を呼び掛け

る。 

・飲酒運転、酒気帯び運転に対する厳正な交通指導取締りを行う。 

ｄ 交通安全教育・啓発事業の推進等 

・啓発キャンペーン等を開催し、飲酒運転のもたらす危険性や悪質性を訴え

る。 

「ハンドルキーパー運動」  

ロゴマーク 

≪飲酒運転四（し）ない運動≫ 

１．運転するなら酒を飲まない。 

２．酒を飲んだら運転しない。 

３．運転する人に酒をすすめない。 

４．酒を飲んだ人に運転させない。 

 

≪ハンドルキーパー運動≫ 

自動車で仲間や知人と飲食店などへ行く場合、お酒を飲まない人（ハンド

ルキーパー）を決め、その人が自動車の運転をして仲間などを送り届ける運

動です。 



・家庭において飲酒運転による事故の悲惨さと責任の重大さについて話し合

う。 

・酒類販売業者や飲食店等と協力し、車を運転する人には絶対に酒類を提供

しないよう徹底を図る。 

・職場内で飲酒運転根絶に関するポスター等を掲示し、飲酒運転根絶の気運

を盛り上げる。 

・職場では事業主や安全運転管理者等が中心となって、飲酒運転を助長する

ことのない職場環境を作り上げる。 

・事業所等において業務で車両を運転する運転前後におけるアルコール検知

器を用いた酒気帯びの有無の確認を徹底する。 

・道路交通法の一部を改正する法律（自転車運転中の酒気帯び運転禁止の罰

則の強化）について周知する。 

ｅ 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ、広報車の巡回等による広報を行う。 

（１０）「ながらスマホ」の根絶 

①趣 旨 

 「ながらスマホ」の危険性を啓発するとともに、事故の重大性、悲惨さ等を

市民意識に浸透させ、その根絶を図ります。 

②実施内容 

ａ 街頭活動の強化 

・交差点等で、サイン板等により走行車両に対し「ながらスマホ」根絶を呼

び掛ける。 

・「ながらスマホ」に対する厳正な交通指導取締りを行う。 

ｂ 交通安全教育・啓発事業の推進 

・罰則の周知とともに、危険な運転が引き起こす事故の重大性や、交通事故

被害者の声を反映した教育を行う。 

・自動車、自転車運転者だけでなく、歩行者の「ながらスマホ」の危険性に

ついても周知する。 

・家庭において「ながらスマホ」の危険性等について話し合う。 

ｃ 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ等による広報を行う。 

（１１）「妨害運転」の根絶 

①趣 旨 

    「妨害運転」の違法性を啓発するとともに、悪質・危険な運転が引き起こす

事故の重大性、悲惨さ等を市民意識に浸透させ、その根絶を図ります。 

②実施内容 

ａ 街頭活動の強化 

・交差点等で、サイン板等により走行車両へ「妨害運転」根絶を呼び掛ける。 

・「妨害運転」に対する厳正な交通指導取締りを行う。 



ｂ 交通安全教育・啓発事業の推進 

・「妨害運転」の対象となる１０類型※の違反や、罰則等の周知を行う。 

     （※通行区分違反、急ブレーキ禁止違反、車間距離不保持、進路変更禁止

違反、追越し違反、減光等義務違反、警音器使用制限違反、安全運転義務

違反、最低速度違反（高速自動車国道）、高速自動車国道等駐停車違反） 

・自転車も「妨害運転」の対象となることを周知する。 

・車を運転する際は、周りの車の動きなどに注意し、安全な速度での運転を

心掛け、十分な車間距離を保つとともに、無理な進路変更や追越し等は絶

対にしないことを周知、徹底する。 

・妨害運転行為を受けた場合には、人目のある安全な場所に避難して、警察

に１１０番通報をするなどの対処方法についても周知を図る。 

・ドライブレコーダーの普及促進を促す。 

c 広報活動の強化 

・広報紙、ホームページ、ラジオ等による広報を行う。 



令和７年交通安全活動等実施計画（案） 

推進区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

県内規模 

の 事 業 

 シートベルト・チャ
イルドシート着用
徹底強化旬間 
(2/11-2/20) 
 
県内一斉シート
ベルト・チャイルド
シート関所 
(2/16) 

 春の全国交通 
安全運動 
(4/6-4/15) 

自転車・二輪車
安全利用月間 

シートベルト・チャ
イルドシート着用
徹底強化旬間 
(6/11-6/20) 

夏の交通安全
県民運動 
(7/11-7/20) 
 
交通安全 
子ども自転車 
愛知県大会 

交通少年団 
集合訓練 
 
バイクの日 
(8/19) 

秋の全国交通
安全運動 
(9/21-9/30) 
 
高齢者交通安
全週間 
(9/14-9/20) 

交通安全 
高齢者自転車 
愛知県大会 

シートベルト・チャ
イルドシート着用
徹底強化旬間 
(11/11-11/20) 

年末の交通安
全県民運動 
(12/1-12/10) 
 
飲酒運転根絶 
強調月間 

交通安全 

活 動 

 刈谷市交通安
全推進協議会 

 春の全国交通
安全運動 
(4/6-4/15) 
交通安全 
オープニング 
キャンペーン 
ほか 

  夏の交通安全
市民運動 
(7/11-7/20) 
飲酒運転根絶 
キャンペーン 
ほか 

 秋の全国交通
安全運動 
(9/21-9/30) 
交通安全 
総決起大会 
ほか 

交通安全作品
展 

 年末の交通安
全市民運動 
(12/1-12/10) 
飲酒運転根絶 
キャンペーン 
ほか 

交通安全 

広報活動 

    運動期間中の 
広報活動 

 運動期間中の 
広報活動 

 運動期間中の 
広報活動 

  運動期間中の 
広報活動 

交通安全 

教 育 

 就学児交通安
全教室 

就学児交通安
全教室 

 １年生歩行・ 
４年生等自転
車教室 

１年生歩行・ 
４年生等自転
車教室 

年⾧組交通安
全教室 

年⾧組交通安
全教室 

  年中組交通安
全教室 

年中組交通安
全教室 

 

 

▪交通事故死ゼロの日(毎月１０日･２０日･３０日) 
▪高齢者を交通事故から守る日(毎月３０日 ※２月は末日) 
▪交通死亡事故情報(随時) 

▪子どもを交通事故から守る日、横断歩道の日(毎月１０日) 
▪飲酒運転根絶の日(毎月第４金曜日) 
 

年間随時 
▪交通指導員街頭指導    ▪一般交通安全教室    ▪親子交通安全教室    ▪高齢者交通安全教室(市民館・憩いの家他) 
▪いきいきクラブ一日研修会交通安全教室(毎週火曜日ごとに１クラブ実施)(ひまわり) 

 

▪自転車・二輪車安全利用の日(毎月２０日) 
▪広報紙「市民だより」での広報(年間) 
 

高齢者交通事故防止活動 

交通安全スリーＳ運動(ストップ・スロー・スマート) 

歩行者保護運動 



基本施策 令和７年計画

１　生活道路等における人優先の安心・安全な歩行空間の整備

（１）生活道路における交通安全対策の推進

○安心して移動できる歩行空間の整備、歩行者や自転車の通行を優先す

るゾーンを形成するゾーン対策、エリア内への通過車両の抑制対策の実施

○見やすく分かりやすい道路標識・道路標示の整備

○ビッグデータを活用した効果的・効率的な交通安全対策の実施

○歩道の新設

・市道02-14号線(泉田町) 400ｍ

（２）通学路等における交通安全の確保

○定期的な通学路の合同点検を実施

し、危険箇所対策を協議

○スクールガードリーダーを北部、中部、南

部に各1人配置

○要望箇所に対して、通学路交通安全

対策協議会にて対策を協議し、必要な交

通安全対策を実施

（３）高齢者、障害者等の安全に資する歩行空間等の整備

○駅、公共施設、福祉施設、病院等の周辺を中心とした安全で快適な歩

行空間の確保

○刈谷市バリアフリー基本構想に基づく重点整備地区に定められた刈谷駅

周辺地区における駅のバリアフリー化の推進

○駅、公共施設、福祉施設、病院等が相互につながる歩道等の段差の解

消などのバリアフリー化による、誰もが歩きやすい歩行空間の整備の推進

○公共施設連絡バス「かりまる」を活用した移動等の円滑化の推進

〇JR東海を事業主体としたJR刈谷駅総

合改善事業を実施

〇刈谷駅周辺のサイン整備事業を実施

〇地域公共交通計画の進捗管理・推進

〇利便性向上に向けた「かりまる」路線再

編の実施

２　幹線道路における交通安全対策の推進

（１）事故危険箇所対策等の推進

○事故の発生割合の大きい幹線道路の区間等を事故危険箇所に指定し、

集中的な事故抑止対策の実施

○事故危険箇所において、信号機の新設・改良、交差点改良等の交通安

全対策を推進

○カラー舗装や路面標示、1.5車右折帯や交差点のコンパクト化など、広範

かつ機動的な危険箇所対策の推進

○横断歩道照明の設置　10基

（２）重大事故の再発防止

○社会的影響の大きい重大事故が発生した場合、速やかな事故要因の調

査と、同様の事故の再発防止

○地区、警察、道路管理者等が連携した

再発防止対策の実施

○死亡事故発生箇所付近での啓発活動

の実施

（３）道路の改築等による交通事故対策の推進

○既存道路の拡幅、生活道路エリア内への通過車両の抑制対策、自転車

道や自転車専用通行帯を設ける道路の計画・整備等、交通安全に寄与す

る道路改良事業の推進

○交差点のコンパクト化、右折車線の整備等の推進

○交通量や通行の状況に即した、歩道、自転車道、自転車専用通行帯等

の整備の促進

○交通混雑が著しい都市部や駅周辺等において、地区周辺の幹線道路、

ペデストリアンデッキ、交通広場等の総合的な整備の推進

〇自転車活用推進計画の進捗管理及び

計画の推進

６　道路交通環境の整備

○「刈谷市通学路交通安全プログラム」に基づく定期的な合同点検の実

施、関係機関が連携したハード・ソフト両面における対策の推進

○通学児童等の通行の安全を確保するため、物理的デバイスの設置等の

交通安全対策の推進

（第11次刈谷市交通安全計画第2章第1節に基づき記載）



基本施策 令和７年計画

３　交通安全施設等整備事業の推進

（１）交通安全施設等の維持管理

○施設の長寿命化等によるライフサイクルコスト削減の推進

○横断歩道の道路標識・道路標示の効率的かつ適切な管理の実施

〇道路安全灯等194基を点検

（２）歩行者・自転車対策及び生活道路対策の推進

○面的かつ総合的な交通事故対策の推進

○歩行空間のバリアフリー化及び通学路等における安心・安全な歩行空間

の確保

○自転車利用環境の整備

○無電柱化の推進

○歩道の新設

・市道02-14号線(泉田町) 400ｍ

（３）高齢者等の移動手段の確保・充実

○地域の実情に応じた公共交通等による移動支援体制の構築

○新たなモビリティ技術の普及促進

〇地域公共交通計画の進捗管理・推進

〇デマンド交通の実証実験

４　自転車利用環境の総合的整備

（１）安全で快適な自転車利用環境の整備

○市内の道路状況等の情報や探索コース

を掲載した「かりや自転車マップ Second

Series」をホームページへ掲載

○「かりや自転車マップ Second Series」

をかりマップに反映

〇自転車活用推進計画の進捗管理及び

計画の推進

（２）自転車等の駐車対策の推進

○市内駐輪場の利用状況調査を実施

し、自転車駐車場の現況を把握

○放置自転車等の撤去

５　災害に備えた道路交通環境の整備

（１）災害に備えた道路の整備

○近隣自治体等の関係機関との連絡体

制の確認

○橋梁の耐震化

・川原大橋

・築溜橋

・築地用水２号橋

・堀川１号橋

・半ノ木橋

（２）災害発生時における交通規制

○緊急通行車両等以外の車両の通行を禁止又は制限する交通規制の実

施

○被災地域への車両の流入抑制等の交通規制等を実施

○警察等の関係機関との連携体制の確

認

○自転車利用の促進

○自転車道や自転車専用通行帯、自転車の通行位置を示した道路等の

整備

○自転車駐車場の計画的な整備

○放置自転車等の整理・撤去等の実施

○橋梁の耐震化や無電柱化等による災害に強い交通環境の整備を推進



基本施策 令和７年計画

６　総合的な駐車対策の推進

（１）駐車場等の整備

○駐車施設の整備の促進

○パークアンドバスライド等の普及の推進

〇地域公共交通計画の進捗管理・推進

（２）違法駐車を排除しようとする気運の醸成・高揚

○違法駐車を排除しようとする気運の醸成・高揚に向けた広報啓発活動の

実施

○希望する地区等へ迷惑駐車禁止のチラ

シを配布

７　道路の使用及び占用の適正化等

（１）道路の使用及び占用の適正化

○道路使用及び占用の適正な運用の実施

○適正な維持管理についての指導を実施

○占用者に対する適切な指導の実施及

び占用物件等における維持管理の適正

化の推進

（２）不法占用物件の排除等

○不法占用物件等の実態把握、管理権に基づく措置及び警察の指導取

締りの推進

○関係機関と連携し、不法占用物件に

対する適切な措置・指導の実施

（３）道路の掘り返しの規制等

○刈谷市道路占用協議会における合理的な調整の実施 ○道路占用協議会を開催し、占用者間

における工事施工時期、施工方法の調整

の推進



刈谷市交通安全推進協議会設置要綱 

 （設置） 

第１条 市内における交通秩序を確立し、交通の安全と円滑を期するため刈谷市交

通安全推進協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

 （所掌事務） 

第２条 協議会は、次の事項を協議して交通安全運動の推進を図るとともに、必要

に応じ関係機関等に対し意見を申し出るものとする。 

 （１）交通道徳の高揚に関すること。 

 （２）交通安全施設の整備に関すること。 

 （３）交通指導の強化に関すること。 

 （４）交通関係制度の改善に関すること。 

 （５）その他交通安全の推進に関すること。 

 （組織） 

第３条 協議会は、会長及び次に掲げる委員をもって組織する。 

 （１）関係機関の職員 

 （２）関係民間団体の代表者 

 （３）学識経験を有する者 

２ 前項に定める委員のほか、必要があるときは参与を置くことができる。 

 （会長） 

第４条 会長は、市長をもって充てる。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるとき又は欠けたときは、会長のあらかじめ指名する委員がそ

の職務を代理する。 

 （委員） 

第５条 委員は、会長が委嘱する。 

 （幹事及び書記） 

第６条 協議会に幹事及び書記若干人を置き、会長が委嘱する。 

 （会議） 

第７条 会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

 （庶務） 



第８条 協議会の庶務は、生活安全部くらし安心課において処理する。 

 （委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が

定める。 

   附 則 

 この要綱は、昭和３７年１０月５日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、昭和４５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、昭和５６年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、昭和５９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、昭和６０年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１２年８月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 



参考資料 

刈谷市交通安全条例 

平成１３年６月２９日条例第２９号 

 （目的） 

第１条 この条例は、刈谷市における交通の安全に関する施策の基本となる事項を

定めることにより、市民の安全で快適な生活の実現に寄与することを目的とする。 

 （市の責務） 

第２条 市は、市民の交通安全意識の高揚を図り、交通の安全を確保するため、啓

発活動、道路交通環境整備等の総合的な交通安全対策を実施するものとする。 

２ 市は、前項の対策の実施に当たっては、国、県、警察その他必要な関係機関及

び団体（以下「関係機関等」という。）と緊密な連携を図るものとする。 

 （市民の責務） 

第３条 市民は、交通に関する法令を遵守するとともに、市及び関係機関等が実施

する交通安全活動に参加協力し、常に自主的に交通の安全を確保するよう努める

ものとする。 

 （事業者の責務） 

第４条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、当該事業活動のために使用

する車両の運転者等に対して交通安全意識の高揚を図り、交通の安全を確保する

よう努めるものとする。 

２ 事業者は、市及び関係機関等が実施する交通の安全に関する施策に協力するも

のとする。 

 （良好な道路交通環境の確保等） 

第５条 市長は、交通の安全を確保するため、交通安全施設等の整備を図り、良好

な道路交通環境を確保するよう努めるものとする。 

２ 市長は、良好な道路交通環境を確保するために必要があると認めるときは、関

係機関等に対し必要な措置を講ずるよう要請するものとする。 

 （交通安全教育の推進） 

第６条 市長は、交通安全意識の高揚を図るため、年齢及び地域の実情に応じた交

通安全教育を推進するものとする。 

 （広報啓発活動等） 

第７条 市長は、市民に対し、交通の安全に関する広報啓発活動を積極的に行うほ

か、必要な情報を提供するものとする。 

 （子ども及び高齢者の交通事故の防止） 



第８条 市長は、子ども及び高齢者の交通事故を防止するため、必要な施策を実施

するよう努めるものとする。 

２ 市民及び事業者は、子ども及び高齢者が安全に道路を通行できるよう配慮する

ものとする。 

３ 高齢者は、加齢に伴って生ずる身体の機能の低下を理解し、交通の安全を確保

するよう努めるものとする。 

 （飲酒運転の根絶） 

第９条 市長は、飲酒運転の根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を行うほか、

関係機関等と連携して必要な施策を実施するよう努めるものとする。 

２ 市民及び事業者は、飲酒運転が重大な交通事故の原因となることを認識すると

ともに、家庭、職場、地域等において飲酒運転を助長するおそれのある環境の根

絶に努めるものとする。 

 （交通安全活動の推進） 

第 10 条 市長は、市内の各種団体等をもって組織する刈谷市交通安全推進協議会

と連携を図り、市民による自主的な活動を効果的に推進するものとする。 

 （団体等への支援） 

第 11 条 市長は、地域における交通事故防止活動その他交通の安全確保に関する

活動の促進を図るため、交通安全活動を行う団体等に対し必要な支援を行うこと

ができる。 

 （交通死亡事故多発時の措置） 

第 12 条 市長は、交通死亡事故が多発した場合は、交通死亡事故多発非常事態宣言

等を発し、交通死亡事故を防止するため必要な対策を講ずるよう努めるものとす

る。 

 （顕彰） 

第 13 条 市長は、交通安全の推進に貢献し、その功績が顕著であると認める団体又

は個人を顕彰することができる。 

 （委任） 

第 14 条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この条例は、平成１３年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この条例は、平成２５年１月１日から施行する。 



令和６年度高齢者交通安全川柳 優秀作品 

作   品 作 成 者 

運転は 規則を守って 人守る 野田中双葉会 杉浦 芳子 

おかえりの 家族の笑顔 ハンドルに 熊老壮会 神谷 キヨ子 

自転車も 片手スマホは 事故のもと 東刈谷双葉会 中根 君子 

事故防ぐ 譲る心と 思いやり 亀城寿会 鈴木 達夫 

逆走も 踏み間違いも 死を招く 小垣江かもめクラブ 清水 徹 

「あ～ッ」危ない！ だから止めよう 歩きスマホ 築地一味会 林 裕司 

あかんがね きちんとルール 守らんと 元刈谷衣浦会 久米 敏江 

ひやっとする 近づく自転車 音もせず 桜区若桜会 杉田 昭惠 

歳重ね 早め返納 身を守る 東境東光南クラブ 丹村 春夫 

乗る時に 被れば怪我は 減る（ヘル）メット 東境東光西クラブ 近藤 修 

年老いて 免許返納 孫たより 東部寿会 神谷 幹正 

ヘルメット 生命を守る ボディガード 東境東光北クラブ 成瀬 登美子 

 

令和６年度交通安全作品展 ポスターの部 

最優秀作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成者】 

富士松北小学校 １年生 中村 月香 
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